
 

 

 

 

概念・定義  
 

 三尖弁の狭窄によって、心房から右心室への血液流入に支障をきたす

比較的稀な先天性心疾患。三尖弁尖、腱索、乳頭筋が低形成で、弁輪狭

窄をともなうこともある。狭窄の程度に応じて、手術適応を決定する。  

 

症状  
 

 軽度では無症状だが、重篤となれば心拍出量低下による易疲労感、食

欲不振、嘔吐、肝腫大による右上腹部痛などの症状を呈する。 

巨大頸静脈 a波を認める  

 

治療  
 

 うっ血症状に対しては利尿薬が投与される。重症例では手術介入（弁

形成術、弁置換術）が必要となる  
 

告示 
番号 37 慢性心疾患  

疾病名 三尖弁狭窄症  

 

三尖弁狭窄症  
 

さんせんべんきょうさくしょう 
 

 

 

抜粋元：http://www.shouman.jp/details/4_62_86.html 
 


